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令和６年陸別町議会９月定例会会議録（第２号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 令和６年９月４日 午前10時00分 議 長 久 保 広 幸

及 び 宣 告 延会 令和６年９月４日 午後１時41分 議 長 久 保 広 幸

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員及び出席並 氏 名 氏 名
びに欠席議員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ６人 １ 濱 田 正 志 ▲

欠席 １人 ２ 三 輪 隼 平 ○

凡例 ３ 渡 辺 三 義 ○

○ 出席を示す ４ 工 藤 哲 男 ○

▲ 欠席を示す ５ 中 村 佳 代 子 ○

× 不応招を示す ６ 谷 郁 司 ○

８ 久 保 広 幸 ○

会議録署名議員 工 藤 哲 男 中 村 佳 代 子

職務のため議場に 事務局長 主任主査
出席した者の職氏名 請 川 義 浩 竹 島 美 登 里

法第１２１条の規定 町 長 本 田 学 教 育 長 有 田 勝 彦

により出席した者の 監 査 委 員 村 本 和 弘 農 業 委 員 会 長 佐 藤 直 人

職氏名

町長の委任を受けて 副 町 長 今 村 保 広 会 計 管 理 者 庄 野 勝 政

総 務 課 長 丹 崎 秀 幸 町 民 課 長 遠 藤 克 博

出席した者の職氏名 産業振興課長 菅 原 靖 志 建 設 課 長 清 水 光 明

保健福祉センター次長 空 井 猛 壽 国保関寛斎診療所事務長 （空井猛壽）

総 務 課 参 事 瀧 澤 徹 総 務 課 主 幹 清 水 遊

教育長の委任を受けて 教 委 次 長 瀧 澤 勇 二

出席した者の職氏名

農業委員会会長の委任を 農委事務局長 本 間 希

受けて出席した者の職氏名

選挙管理委員会委員長の

委任を受けて出席した

者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日 議 案 番 号 件 名

程

１ 会議録署名議員の指名

２ 議 案 第 6 0 号 令和５年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

３ 議 案 第 6 1 号
令和５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決

算認定について

４ 議 案 第 6 2 号
令和５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳

入歳出決算認定について

５ 議 案 第 6 3 号
令和５年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて

６ 議 案 第 6 4 号
令和５年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について

６ 議 案 第 6 5 号
令和５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認

定について

８ 議 案 第 6 6 号
令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

○事務局長（請川義浩君） 御起立願います。

おはようございます。

お座りください。

○議長（久保広幸君） 濱田議員より、欠席する旨届出がありました。

村田産業振興課主幹、山崎建設課主幹、前田保健福祉センター主幹、向井保健福祉セン

ター主幹、藤本総務課主幹より欠席を、そして、庄野会計管理者より途中退席する旨報告

がありました。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（久保広幸君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（久保広幸君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、４番工藤議員、５番中村議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第６０号令和５年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について

◎日程第３ 議案第６１号令和５年度陸別町国民健康保険事業勘定

特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第４ 議案第６２号令和５年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計決算認定について

◎日程第５ 議案第６３号令和５年度陸別町簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について

◎日程第６ 議案第６４号令和５年度陸別町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算認定について

◎日程第７ 議案第６５号令和５年度陸別町介護保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について

◎日程第８ 議案第６６号令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定について

────────────────────────────────────

○議長（久保広幸君） 日程第２ 議案第６０号令和５年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定についてから、日程第８ 議案第６６号令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。
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提案理由の説明を求めます。

本田町長。

○町長（本田 学君）〔登壇〕 議案第６０号令和５年度陸別町一般会計歳入歳出決算認

定について、続きまして、議案第６１号令和５年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計

歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６２号令和５年度陸別町国民健康保険直

営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６３号令和５年

度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６４号令

和５年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第

６５号令和５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまし

て、議案第６６号令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、

以上、議案第６０号から議案第６６号まで７件を一括して、別紙、監査委員の意見を付し

まして、議会の承認を求めるものであります。

内容につきましては、副町長に説明させたいと思いますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

○議長（久保広幸君） 今村副町長。

○副町長（今村保広君） それでは、議案第６０号から議案第６６号までの令和５年度の

各会計の決算について、一括して御説明させていただきます。

初めに、全会計の決算状況について説明したいと思いますので、議案説明書、資料ナン

バー５を御覧ください。

この表につきましては、令和５年度の決算書の各会計の実質収支に関する調書と合うも

のでございます。円単位で整理したものでございます。

７会計の合計につきましては、予算額７４億７,５７３万円に対し、歳入額７３億９,６

０８万９,５３１円、歳出額７１億７,３６５万９,０５５円で、差引き２億２,２４３万４

７６円。翌年度に繰り越すべき財源は、一般会計のほうだけで、繰越明許費繰越額で８６

９万７,０００円。この歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越すべき財源を除いたものが

実質収支でございまして、７会計で２億１,３７３万３,４７６円でございます。

この中から、一般会計において、地方自治法第２３３条の２及び地方財政法第７条の規

定に基づき、実質収支額の２分の１を下回らない金額、この場合７,０００万円を財政調

整基金に積み立てることとし、令和６年度に繰り越す額の合計は、７会計で１億４,３７

３万３,４７６円となります。

なお、複数の会計にまたがる議案説明資料につきましては、基金別増減の状況が資料ナ

ンバー６で、起債残高推移が資料ナンバー７、また、人件費の比較表につきましては、資

料ナンバー８の１及び８の２でつけてございますので、後ほど御覧ください。

続きまして、今度は議案説明書、資料ナンバー９を御覧ください。

こちらの令和５年度繰越事業一覧は、令和４年度から令和５年度への繰越分でございま

す。繰越予算額が３,９８５万４,０００円で、実績が３,９８４万８,５７９円でございま
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す。

資料ナンバー１０について御覧ください。

こちらが令和６年度への繰越事業一覧で、令和５年度から令和６年度への繰越分で、予

算額は５,０３１万６,０００円であります。

それでは、令和５年度の一般会計から入らせていただきます。

決算書１３４ページを御覧ください。

第１表、令和５年度歳入歳出決算の総括であります。

予算額６０億７,７６４万６,０００円、歳入の決算額６０億９７３万３,７５１円、歳

出の決算額５８億６,５５７万５,０５５円、差引きが１億４,４１５万８,６９６円です

１３５ページを御覧ください。

第２表、第３表は、各科目ごとの前年度との比較でございます。

第２表、令和５年度の歳入の合計は、収入済額でＣ欄です。６０億９７３万３,７５１

円で、前年より４億１,３０９万４,５９５円の増です。

このうち１款の町税は、不納欠損額９万８,３７９円、収入未済額２０４万１６８円で

あります。

１０款地方交付税は、収入済額が２３億６,８０９万１,０００円で、前年より９,９０

４万６,０００円の減です。収入総額に占める割合が３９.４％でございます。

続きまして、１３６ページ、第３表を御覧ください。

令和５年度の歳出の合計は、支出済額５８億６,５５７万５,０５５円で、前年度より３

億６,３８７万９,４４６円の増で、翌年度繰越額が５,０３１万６,０００円で、不用額１

億６,１７５万４,９４５円となります。

第４表を御覧ください。

町税徴収実績です。左側が現年分で、右側が滞納繰越分です。

現年度分の合計が、調定額３億４,１４２万５,２８７円、収入済額３億４,０１８万６,

２４０円、不納欠損がなしで、収入未済額１２３万９,０４７円。この収納率は９９.６％

です。

滞納繰越分の調定額１２３万５,７５６円、収入済額３３万６,２５６円、不納欠損額９

万８,３７９円、収入未済額８０万１,１２１円。収納率は２７.２％となります。

１３８ページ、第５表を御覧ください。

歳出の性質分析表でございます。款ごとに人件費から繰出金までを分類した決算統計上

の数値を使用してございます。

１３９ページを御覧ください。

第６表、最近５か年間の決算額調べも、参考として載せてございます。

１４０ページ、第７表、こちら引上げ分の地方消費税交付金、社会保障財源化分が充て

られている社会保障の４経費、その他社会保障施策に要する経費でありますが、社会福

祉、社会保険、保健衛生の各事業の決算額の合計につきましては、１１億５,１３５万９,
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０００円で、一般財源の一部としてこの地方消費税交付金３,３０７万６,０００円が充当

されています。

以上で、説明資料のほうの説明を終わりまして、事項別明細書のほうにいきます。

９ページをお開きください。

細かい部分は省略いたしまして、大まかな説明とさせていただきますので、あらかじめ

御了承願います。

１款町税、資料ナンバー１１の１から資料ナンバー１２となりますので、こちらも併せ

て御覧いただきたいと思います。

決算書１０ページ、上段、１款町税、収入額総額３億４,０５２万２,４９６円。現年、

滞納合わせての収納率は９９.３８％。

１項町民税１目個人１節現年課税分、収入済額１億１,６４９万１,０６３円で、収入未

済額が１５件、６４万９,４４７円です。滞納繰越分、収入済額２６万８,５５６円、不納

欠損が４件、１万２,１７９円で、収入未済額が１７件、５４万８,５２１円であります。

２目法人の収入済額は、現年課税分で１,４３７万６,９００円でございます。

２項１目固定資産税１節現年課税分の収入済額は１億７,２９２万８,３００円で、収入

未済額は６件、５８万９,６００円。２節滞納繰越分、収入済額５万９,６００円、不納欠

損額は７件で８万２００円、収入未済額１９件で２５万２,６００円です。

２目国有資産等所在市町村交付金の収入済額は７０１万６,４００円です。

３項軽自動車税１目環境性能割１節現年課税分、収入済額３１万２,３００円。

２目種目割１節現年課税分、収入済額７１６万６,２００円。２節滞納分、収入済額８,

１００円で、不納欠損が１件で６,０００円です。

４項１目町たばこ税１節現年課税分、収入済額２,１８９万５,０７７円。

２款地方譲与税１項１目１節自動車重量譲与税は５,４１７万６,０００円。

２項１目１節地方揮発油譲与税は１,７９７万円。

３項１目１節森林環境譲与税は３,１５９万８,０００円。

３款１項１目利子割交付金１０万３,０００円。

４款１項１目配当割交付金９５万７,０００円。

５款１項１目株式等譲渡所得割交付金１０９万８,０００円。

６款１項１目地方消費税交付金６,２３７万７,０００円。

これは、資料で先ほど説明しました社会保障財源化分が３,３０７万６,０００円、それ

以外が地方消費税交付金分２,９３０万１,０００円、これを合わせたものとなります。

７款１項１目環境性能割交付金７６４万円。

８款１項１目法人事業税交付金５２９万７,０００円。

９款１項１目地方特例交付金１１８万１,０００円。

２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金４９万円。

１０款１項１目地方交付税２３億６,８０９万１,０００円。



― 7 ―

前年より９,９０４万６,０００円の減です。内訳としまして、普通地方交付税が２１億

４,３９９万５,０００円、特別交付税２億２,４０９万６,０００円。町民２,１５２人、

これが令和６年３月末でございますので、１人当たりで割りますと１１０万４１４円とな

り、前年度より２万６,６４７円の減となります。

１１款１項１目交通安全対策特別交付金、科目存置でございます。

１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金２,７７３万８,５６２円

は、道営草地整備事業の農業者分担金で、法人９件、個人１４件分です。

２項負担金１目民生費負担金９５万３,０５０円は、町外の養護老人ホームの入所者負

担分となります。

１３款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料１節行政財産使用料６００万６,０

１３円は、町有地、庁舎、天文台、保健センターなどの公共の土地・建物の使用料です。

２節福祉館等使用料２６万９,２５０円、これは９件分です。３節タウンホール使用料６

万８,３００円、５件分でございます。４節ふるさと交流センター使用料１,４４２万９０

０円で、宿泊者３,９４８人。これは令和４年度より１２９人増です。

議案説明書、資料ナンバー１３に宿泊状況、オーロラハウスの利用状況をつけておりま

す。

５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,８４１万２００円、天文台及びコテージの入

館料でございます。天文台が５,３８６人、６１２人増。コテージが８４１棟、９６棟

増。コテージは稼働率３３.０％となっています。

これも資料ナンバー１４及び１５を御覧ください。

２目民生使用料１節老人福祉使用料６３万４,９００円は、福寿荘の使用料、４月１日

現在で１名です。２節児童福祉使用料１９２万８,１６０円は、陸別保育所への広域入所

２名分の保育料です。３節福祉住宅使用料３６万円は、からまつハウスの使用料、４月１

日現在４名です。

３目衛生使用料１節保健衛生使用料２０２万５,２４０円は、公衆浴場使用料で、８,５

９４人、これは５５３人の増です。２節水道使用料４９１万５０３円は、小利別専用水道

使用料でございます。

４目農林水産使用料１節農林水産使用料１１万５,２００円は、加工センター使用料

で、資料ナンバー１６になります。２節営農用水使用料４７８万３,６４２円は、上陸別

とトラリの使用料でございます。

５目商工使用料１節公園使用料４万６,８７２円は、イベント広場の使用料でございま

す。

６目土木使用料１節道路橋りょう使用料２４６万３４３円は、道路占有分が２２件。２

節河川使用料６万９,０４５円は、河川占有が２４件。３節住宅使用料５,６４１万９,５

００円は、公営住宅等の使用料でございます。４節集会所使用料は、使用がございませ

ん。
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７目教育使用料１節社会教育使用料１万３,４００円は、公民館の使用でございます。

２節資料館使用料８万１,０００円は、資料館の入館２７０名分です。実際の入館者は、

後段でありますが、入館者３１３名となっています。３節学童保育所使用料１８５万円、

４月１日現在３６名です。

２項手数料１目総務手数料１４９万２,７５０円は、戸籍や住民表等の証明書等の発行

手数料でございます。

２目１節衛生手数料７４１万２,２９０円は、指定ごみ袋等の販売や畜犬登録手数料等

となります。２節水道手数料は、科目存置。

３目農林水産手数料、営農用水手数料は科目存置でございます。

１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金８,５７０万

６,７６９円は、障害者自立支援給付費等に係る負担金、介護保険の低所得者保険料軽減

負担金、国保の保険基盤安定負担金などとなります。２節児童福祉費負担金４,０２０万

１５７円は、児童手当の負担金、子どものための教育・保育給付費負担金などです。

２目衛生費負担金３５２万１,７９８円は、新型コロナウイルスワクチン接種負担金と

療育医療の負担金になります。

２項国庫補助金１目総務費補助金９,２０８万１,０９５円は、物価高騰対応地方創生交

付金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、デジタル基盤改革支援補助金

などがございます。

資料ナンバー１７から１８の２までは、後ほど御覧いただきたいと思います。

２目民生費補助金１節社会福祉費補助金３７５万９,０００円は、生活困窮者就労準備

支援事業補助金でございます。２節児童福祉費補助金５０２万１,０００円は、子ども・

子育て支援交付金などでございます。

３目衛生費補助金１節保健衛生費補助金９２６万円は、コロナワクチンの接種事業費の

補助金です。２節水道費補助金２３６万５,０００円は、小利別地区専用水道の団体営の

整備事業補助金でございます。

４目土木費補助金１節道路橋りょう費補助金５,８９０万４,０００円は、橋梁長寿命化

補助金、桂庵橋・陸別橋ほかの補修や設計等でございます。２節住宅費補助金５,４２２

万円は、社会資本整備総合交付金で新町団地の新築等でございます。

５目教育費補助金１節小学校費補助金、２節中学校費補助金はともに学校保健特別対策

事業補助金でございます。

３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金１５６万７,４２０円は、拠出年金

事務の委託金です。

２目民生費委託金７,９１６円は、児童扶養手当等の事務委託金です。

１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金６,００９万１,３

９０円は、民生委員活動負担金、先ほど国庫負担金で説明しました障害者自立支援給付費

などの負担金も入っております。また、国保、後期の保険基盤安定負担金なども入ってい
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ます。おおむね４分の１でございます。２節児童福祉費負担金１,５４９万２,７１４円

も、先ほど国庫負担金で説明しましたものと同じような内容で、児童手当負担金でござい

ます。

２目衛生費負担金は、科目存置。

２項道補助金１目総務費補助金４４万５,０００円は、地域づくり総合交付金ほかとな

ります。

２目民生費補助金１節社会福祉費補助金８４１万５,３０５円は、重度等の医療費補助

金でございます。

３目衛生費補助金１,３２９万４,９１４円は、合葬墓に係る地域づくり総合交付金ほか

でございます。

４目農林水産業費補助金１節農業費補助金５,３３７万２３１円は、中山間の直接支払

事業、農業委員会活動促進事業などでございます。２節林業費補助金３,８６３万５,３９

０円は、森林環境保全整備事業、小規模治山事業、林道東トマム高台線改良事業などでご

ざいます。

５目教育費補助金６４万４,０００円は、子供の安全・安心対策緊急支援事業でござい

ます。

３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費委託金５万１,２００円は、北海道権限移

譲事務交付金でございます。２節徴税費委託金３３０万６,３６０円は、道民税徴収委託

金。３節戸籍住民基本台帳費委託金１万１,０００円は、公正調査事務委託金。４節統計

調査費委託金は９万５１６円でございます。５節選挙費委託金は２５４万３,５７５円、

知事・道議会議員選挙委託金でございます。

２目衛生費委託金１節保健衛生費委託金２万２,９００円は、公害防止事務委託金で

す。２節清掃費委託金１万６,６６１円は、建設リサイクル法事務取扱委託金。

３目農林水産業費委託金１節農業費委託金１４３万３,１８０円は、家畜伝染病予防事

務、あと、監督等補助委託金でございます。この監督等の補助委託につきましては、前年

度からの繰越分の歳入１７万３,８００円が含まれています。繰越しの関係は資料ナン

バー９に記載されております。２節林業費委託金１１万３,９００円は、有害鳥獣捕獲許

可事務です。

４目商工費委託金１,８９０円は、商工会法関係許認可関係です。

５目土木費委託金１４５万１,８２５円は、陸別川樋管管理委託、道道除雪作業委託金

ほかです。

１６款財産収入で１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地建物貸付収入３,０９８

万３,０１９円は、普通財産の土地建物の貸付けで、産業振興住宅ルナコート、貸付住

宅、移住産業研修センターなどの収入がございます。２節通信設備貸付収入１,２１５万

８,０２５円は、光ファイバー網の貸付けです。

２目利子及び配当金８９万４,４８５円は、優先出資の配当と各基金の利子です。
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２項財産売払収入１目不動産売払収入１節土地売払収入、１件４,６８７円、開発建設

部への売払い、道東自動車道の整備の関係でございます。２節建物売払収入は科目存置。

２目物品売払収入１節生産物売払収入９２万円は、町有林の間伐材売払いで、弥生地区

アカエゾマツです。２節不用物品売払収入４万４,０００円は、廃車にした旧公用車１台

分です。

３目出資金精算等収入、５億円は備荒資金組合からの超過納付分の取崩しです。

１７款１項寄附金１目一般寄附金は、科目存置。

２目指定寄附金１,１４０万８,４００円は、ふるさと納税分６３６件、９０８万８,０

００円、指定寄附分２３２万４００円であります。１節総務費寄附金６７５万９,０００

円は、ふるさと整備資金として、ふるさと納税分３３４件、４６６万２,０００円、ふる

さと銀河線跡地活用等振興資金として、ふるさと納税６１件分、９３万７,０００円、町

有林整備資金で、ふるさと納税５２件、７６万円、指定寄付金で４０万円。２節農林水産

業費寄附金７５万８,０００円は、いきいき産業支援資金、ふるさと納税６１件、７５万

８,０００円。３節教育費寄附金１１０万７,４００円は、給食センター管理運営資金、ふ

るさと納税分６６件、９４万４,０００円、スポーツ振興資金ふるさと納税１２件、１４

万３,０００円、そのほかに指定寄付金２万４００円。４節民生費寄附金２７８万４,００

０円は、地域福祉資金としてふるさと納税５０件、８８万４,０００円、そのほかに指定

寄附１９０万円。

１８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金は３４万８,８

９０円で、保険者機能強化推進交付金ほかでございます。

２目後期高齢者医療特別会計繰入金２５万４,７００円は、長寿健康増進事業補助金分

でございます。

２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金２億円を取崩し、財源不足に対応しています。

２目減債基金繰入金、こちらも２億円を取崩し、地方債の償還に充当しています。

３目ふるさと整備基金繰入金３,３００万円。

４目いきいき産業支援基金繰入金９,３０７万円。

５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金１,１５０万円。

６目地域福祉基金繰入金１億２,０９０万円

７目公共施設等維持管理基金繰入金１億２,１８０万円。

８目学校給食センター管理運営基金繰入金２,２６０万円。

９目スポーツ振興基金繰入金５０万２,７７３円。

１０目森林環境譲与税基金繰入金３,７６１万２,０００円。基金繰入金の総額８億４,

０９８万４,７７３円で、それぞれ該当する事業に充当しております。

資料ナンバー６の右から２例目の一般会計の合計欄が決算額となります。

１９款１項１目繰越金は、前年度繰越金４,４９４万３,５４７円でございます。

２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金１万５,９９９円は、町税等の延滞
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金８件分です。

２目加算金は、科目存置。

２項１目町預金利子は６,１８７円。

３項貸付金元利収入は、１目家畜導入貸付金収入が３,１７０万４,０００円。資料ナン

バー１９に明細を書いております。

２目貸付金元利収入１億１,６１２円は、中小企業融資に伴う信用保証協会の貸付金１

億円のほか、貸付金原資対する利子なども入っております。

３目奨学資金貸付金収入１０６万２,０００円。償還金となり、令和５年末の貸付残高

は３,５３３万７,５００円となります。

４項雑入１目滞納処分費は、科目存置。

２目弁償金２万３,８２０円は、複写機使用料です。

３目過年度収入は、いずれも国・道の負担金、補助金の事業精算に伴う追加交付でござ

います。１節林業費補助金過年度収入１,０１４万２,２９２円、森林環境保全整備事業分

でございます。２節障害者福祉費等負担金５８万１,３３２円、障がい者医療費の負担金

の国・道分です。３節児童手当負担金２２万７,６３８円、児童手当交付金分です。４節

子どものための教育・保育給付交付金２４万９,９０６円。

４目雑入１節介護予防支援報酬８２万９,６２０円は、介護予防計画の作成の報酬１４

２件分です。２節居宅介護支援報酬５２４万４,０００円は、居宅介護サービス計画作成

に係る報酬。３節高齢者福祉施設負担金１４５万３,０３９円は、福寿荘入居者の食事負

担金です。４節学校給食費等１,１４８万８,５００円は、小中学校、保育所職員等の負担

金です。５節電話使用料９,５３９円は、庁舎福祉館等の電話使用料です。６節電気等使

用料９万６,４３５円は、コテージ村等の電気等使用料でございます。７節雑入３,１７６

万５,８９４円は、ほかの区分に属さない収入で金額の大きい主なものとしまして、健康

診査の個人負担金、支障物件の補償費、交流センターの燃料使用、前年度の介護給付費の

負担金の返還、建物災害保険などとなっています。

２１款１項町債は、総額７億６,６８６万１,０００円となり、これは繰越明許３,７６

０万円を含みます。予算項目ごとの主要事業を説明します。

１目総務債６,９１０万円、過疎地域自立促進特別対策事業、庁舎のＬＥＤ改修、天文

台改修設計などが入ります。

２目民生債２億５,０００万円、しらかば苑の償還分でございます。

３目農林水産業債１節農業債１億９,６７０万円、第二上陸別の畑地帯総合整備事業、

中陸の農道整備事業、草地基盤整備などです。２節林業債３,５８０万円は、陸別地区の

小規模治山事業や林道側溝整備などが入ります。

４目土木債１節道路橋りょう債１億４,４２０万円は、町道トマム川沿線道路整備、街

路灯ＬＥＤ駅南通り整備などが入ります。２節住宅建設債６,１１０万円は、公営住宅建

設事業。
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５目臨時財政対策債は９９６万１,０００円。

２２款１項１目自動車取得税交付金６３万４,６９０円。

歳入の合計につきましては、当初予算額４９億３,４２０万９,０００円、補正予算額１

１億３５８万３,０００円、繰越分３,９８５万４,０００円で、予算現計額６０億７,７６

４万６,０００円、調定額６０億１,１８７万２,２９８円、収入済額６０億９７３万３,７

５１円、不納欠損額９万８,３７９円、収入未済額２０４万１６８円であります。

以上で、歳入を終わりまして、４１ページ、歳出に移りたいと思います。

歳出。

１款１項議会費４,９３９万２,２８１円であります。経費の内訳は、議会活動の運営

費、議員の報酬、職員人件費などとなっています。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億３,０００万１,０２９円は、職員研修、

町長、副町長、総務課、出納課などの職員人件費、役場全体で使用する消耗品やパソコン

などの備品購入、電算システム関連経費などであります。１７節の備品購入費は、パソコ

ン機器や参考図書などでございます。

続きまして、２目文書広報費９４８万９,８４０円は、町広報紙の発行やホームページ

の管理、役場全体の郵便料などとなっています。

３目財政管理費５５万８,３６０円は、予算書の印刷費などです。

４目会計管理費１７５万６,４４７円は、決算書の印刷、金融機関に対する口座振替、

窓口収納でございます。１７節の備品購入費は手提げ金庫となります。

５目財産管理費１０億７,９１２万４,００４円は、庁舎、タウンホール、福祉館、その

他公共施設、公用車管理、基金管理、庁舎及びタウンホールの改修、ルナコートの改修の

費用なども含まれております。

主な事業につきましては、決算書４５ページの枠内を御覧いただきたいと思います。

主な不用額、１０節需用費が燃料費などでございます。１２節委託料は、改修業務の残

額でございます。１７節備品購入費でございますが、乗用車１台、福祉館テーブル、テレ

ビ、庁舎用のＡＥＤ、椅子などの事務用備品も購入しております。２２節の償還金利子及

び割引料１００万３,０２０円は、車両譲渡に係る償還金でございます。２４節積立金８

億１,８９７万１,４８５円は、資料ナンバー６を御覧いただきたいと思います。

資料ナンバー６の３列目、下から５行目の一般会計の令和５年度増減高積立額の金額８

億６,８９７万１,４８５円から、前年度の決算譲与積立５,０００万円を引いた金額が、

この歳出額となっております。

６目町有林管理事業費２,９５９万２,９７３円は、町有林管理に係る経費や町有林拡大

事業に係る執行です。資料ナンバー２１に町有林管理事業収支一覧表がございます。

町有林の購入でございますが、６万４,３５５平米を９３万３,７７５円で購入していま

す。内訳として、土地代３２万１,７７５円、立木６１万２,０００円、地区はトマム、広

葉樹天然林、樹齢は調査簿で８９年となっています。
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７目企画費７,３９２万９,３１５円は、地域交通確保事業、空き家解体事業、ふるさと

納税促進事業、移住・定住事業などであります。

４７ページ及び４９ページの枠内に主要事業を記載しております。

主なものとして、運賃助成２,２０８万５,０００円、移住定住促進住宅建設事業８８１

万１,２００円、タクシー運行事業１,９５２万８,８３０円ほかがあります。不用額につ

きましては、１８節５３１万４,４１８円の不用額で、まちづくり事業、通学定期助成事

業などの分となります。

８目公平委員会費は、執行はございません。

９目交通安全対策費１００万３１２円、交通安全指導委員会、交通安全協会補助金等で

ございます。

１０目諸費３５３万１,１８４円は、自治会活動等促進交付金、町功労者表彰などでご

ざいます。

１１目交流センター管理費３,６７６万８,５７０円は、ふるさと交流センター及び周辺

施設の管理費です。令和５年度は防犯カメラを更新しております。

決算書５１ページの枠内に管理費の集計が記載してございます。なお、１７節の備品購

入費は、防犯カメラの更新であります。不用額につきましては、１２節委託料、こちら宿

泊施設等の管理分です。資料ナンバー１３にオーロラハウスの利用状況をつけております

ので、後ほど御覧ください。

１２目銀河の森管理費７,６１７万３,４７３円は、天文台、コテージ村、銀河の森専用

水道に係る職員人件費及び管理費です。令和５年度は、屋上及び外壁の改修実施設計、望

遠鏡ドーム修繕、オーロラ撮影用カメラの購入などを実施しております。

資料ナンバー１４及び１５に入館者数等をそれぞれ記載しております。

決算書５４ページの備品購入費は、これはネット配信及びオーロラ撮影用機材及び参考

図書などでございます。不用額として、１０節需用費１９６万７,９８７円の不用額は、

燃料費、電気料です。１２節委託料は、こちらはコテージや天文台管理委託、専用水道の

管路等の修繕分が主な不用額となります。

１３目地域活性化推進事業６９３万３,０５７円は、地域おこし協力隊員、商工観光推

進員、ミネラルウオーター製造事業などでございます。

１４目緊急支援給付金事業費５,５７６万７,４１８円は、非課税世帯等への給付金事業

でございます。件数、給付額等は決算書５３ページの説明欄にも記載してございます。本

事業は、国の開始時期が遅かったため、令和５年度内に完了できないものがあるため、一

部を繰越明許として令和６年度に翌年度繰越となっております。

続きまして、２項徴税費１目税務総務費１,７６６万７,５３２円は、職員の人件費、税

の還付加算金であります。２２節の償還金利子及び割引料は、確定申告等による法人町民

税、固定資産税の還付金です。不用額は還付金等の分になります。

２目賦課徴収費４７９万５,５０５円は、税務処理に係る電算委託、納付書印刷などの
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ほかに、令和５年度は森林環境税に伴う改正、住民税改正の分がございます。また、依頼

件数はなかったのですが、滞納整理機構への運営負担金があります。

３項１目戸籍住民基本台帳費２,３８０万１,８９２円は、主に職員人件費、北海道自治

体情報システム協議会への負担金であります。１８節負担金補助及び交付金は、北海道自

治体情報システム協議会負担金で、例年度用の費用のほかに、戸籍システムの改修費９２

９万５,０００円が繰越事業分として含まれております。なお、この部分は全額国庫補助

になります。資料ナンバー１０にも繰越事業は記載しております。

４項選挙費１目選挙管理委員会費７２８万１,０４９円は、選挙管理委員会委員の報

酬、職員人件費等でございます

２目知事道議会議員選挙費２５７万３,０９６円は、投票日が令和５年４月９日のた

め、５年度中に執行した費用です。

３目町長町議会議員選挙費５３２万９,０２９円。

続きまして、５項統計調査費１目指定統計調査費９万１,１３９円、統計調査に係る費

用であります。

６項１目監査委員費１９６万３,８３１円は、監査委員報酬など前年同様でございま

す。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３億８,２２１万４,７４７円ですが、子

ども医療費の助成、障害者支援事業費、社協の補助金、福祉住宅、防犯灯の管理運営、職

員の人件費、また、国保、介護の特別会計の繰出金なども含まれています。令和５年度の

事業として、障がい者基本計画ほかの策定業務、防犯灯のＬＥＤ化工事などがあります。

２２節償還金利子及び割引料は、障害者自立支援給付費等の精算によるものです。２７節

繰出金は、国保会計分、介護保険会計分がございます。不用額につきましては、３節職員

手当等、１８節負担金補助及び交付金は、社会福祉協議会補助金や訪問介護事業分などで

あります。１９節扶助費の不用額は、障害者介護給付費、訓練等給付費の支援費などでご

ざいます。

資料ナンバー２３の１に社会福祉総務費の民生費事業実績状況がございますので、後ほ

ど御覧ください。

２目老人福祉費４億３,９５３万１,３３５円は、敬老祝い金、高齢者交流センター、老

人健康増進センター、ふれあいの郷などの施設管理費、居宅介護事業所設置事業、デイ

サービスの運営費などの例年のほかに、令和５年度かっこうの家の業務、特別養護老人

ホームの建替事業の費用、借入金償還の費用なども含まれております。１７節備品購入費

９万４,９３０円は、施設管理用の炊飯器、扇風機、消火器などです。主な不用額は、１

０節需用費は電気料、燃料費、食料費などでございます。１８節負担金補助及び交付金は

デイサービス運営事業、介護職員の資格取得事業が不用額となります。

こちら資料ナンバー２３の１と２３の２に老人福祉費の実績報告がありますので、後ほ

ど御覧ください。
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３目後期高齢者医療費４,５７９万１,３５１円は、１８節負担金補助及び交付金、北海

道後期高齢者医療広域連合への負担金で、２７節の繰出金も後期高齢者医療特別会計への

繰出金です。

２項児童福祉費１目児童福祉総務費１,２７９万５,６０７円でありますが、この科目は

出産祝い金、障害児支援事業、児童施設等への通所支援、ステップアップ応援給付金など

でございます。主な不用額は、１９節扶助費、障害児支援事業、出産・子育て応援事業分

でございます。

２目児童福祉施設費７,４６４万１,４４５円は、保育所の管理運営費、職員人件費など

でございます。１７節の備品購入費は、壁掛け時計、プリンター、消火器でございます。

こちら資料ナンバー２４に児童福祉関係の実績状況がございます。

３目児童措置費２,０４０万５,６１１円は、児童手当の支給、子育て世帯生活支援特別

給付金９件などとなります。不用額につきましては、１９節扶助費、児童手当分です。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費５,２９４万３６８円は、この科目は、

保健事業に係る事務経費、職員の人件費、帯広厚生病院の運営負担金、医療貸付金などが

ございます。不用額は、３節職員手当でございます。

２目保健衛生施設費２,９９１万８２１円は、保健センター、公衆浴場の管理運営のほ

か、社会福祉協議会事務室の改修、浴場のろ過装置の改修などを実施しています。浴場の

利用者８,５９４人で５５２人の増です。１７節備品購入費、公園管理用芝刈り機です。

不用額は、１０節需用費、燃料費、電気料分です。

３目予防費３,２４８万９,４６９円は、各種検診、予防接種、新型コロナウイルスワク

チン接種事業などであります。１７節の備品購入費は、パルスオキシメーターでございま

す。１８節負担金補助及び交付金では、例年同様の費用のほかに、住民健診に伴う健康カ

ルテの導入費用が含まれております。主な不用額、１２節委託料で予防接種、各種健診の

不用額でございます。

資料ナンバー２５に予防事業の実施状況がございます。

４目環境衛生費３,５１０万９,４１９円は、火葬業務、墓地管理などとなります。令和

５年は合葬施設整備、火葬炉基盤改修を実施しております。

５目診療所費１億７,８９４万１,０００円は、診療所の特別会計への繰出金です。

２項清掃費１目清掃総務費４４２万８４４円は、し尿処理事業の助成補助金、複合事務

組合の負担金で、繰越明許費５,０００円を含みます。

２目塵芥処理費７,３６６万７,５５８円は、例年同様のごみ処理の経費となります。

ここで決算書の説明欄の訂正をお願いいたしたいと思います。

７５ページの上段枠内のごみ処理等のトン数の欄ですが、資源ごみ４３.５６トンと

なっておりますが、２０９トンに訂正をお願いいたします。誠に申し訳ございませんでし

た。

令和５年のごみの収集量は、合計で６１５.３トン、前年より７.８増えています。
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３項水道費１目専用水道費９６７万２,８９５円は、小利別から下勲祢別までの専用水

道に係る経費です。１７節備品購入費は、水道メーター、検針用無線端末などです。

資料ナンバー２６に、４款衛生費から８款までの建設工事対象事業をつけております。

２目水道費１億１,７７０万７,０００円は、簡易水道事業特別会計への繰出金です。

５款労働費１項１目労働諸費９万６７円は、中小企業労働者福祉共済加入促進補助金で

あります。

２目雇用再生対策費７９３万２,０００円は、地元雇用促進事業補助金及び人材確保対

策事業で、地元雇用促進は新規１１名、継続４名の１５名で、分野別でございますが農業

６名、建設関係５名、その他４名でございます。

３目緊急雇用対策費４０１万７,５７９円は緊急雇用対策事業で、町内の４社、これは

建設２社、林業２社で、対象２３人で述べ５５日の雇用となっております。不用額につい

ては、１２節委託料で作業実績に伴うものです。

６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,６０５万８,７６８円は、農業委員の

活動運営費、職員人件費等でございます。

２目農業総務費５,３５８万９,０１６円は、職員人件費です。

３目農業振興費１億２,５５０万２,９０８円は、農業関係制度資金、中山間直接支払事

業などの費用のほかに、飼料高騰対策として農業者緊急支援事業補助金、草地基盤整備強

化事業、新規就農対策として、農業経営開始奨励金などを実施しております。不用額につ

きましては、１８節の農林推進協議会補助金分などとなります。

４目畜産業費３,０５３万３,１０５円は、畜産振興対策費で家畜防疫事業、優良家畜導

入支援事業などでございます。酪農ヘルパー事業も含まれております。不用額、２０節貸

付金で、これは優良家畜導入支援事業分です。

資料ナンバー１９で優良家畜導入支援事業が記載されております。

５目農地費１億８,２４６万１,３６２円は、農業用施設維持管理のほか、決算書８１

ページの枠内に掲載の事業が主な内容となっております。令和４年からの繰越明許及び令

和６年度の繰越明許分がございます。

６目営農用水管理費９,０４０万３,２２９円、上陸別地区、トラリ地区の営農用水の管

理、道営事業に伴う給水管切替工事ほか、第２上陸別担い手畑地帯総合整備事業などもご

ざいます。こちらも令和４年度からの繰越明許及び令和６年度への繰越明許はございま

す。不用額については、１２節委託料で管路等修繕業務分でございます。

７目公共草地管理費５５５万４,７６８円は、公共草地の管理費でトラリ地区の給水施

設改修工事、電線路災害復旧工事を行っています。

８目農畜産物加工研修センター管理費２,０７６万８,９８６円は、加工センターの管理

運営と職員人件費の費用のほかに、令和５年度はプレハブ冷凍庫の冷凍ユニットの入替業

務を実施しています。１７節の備品購入費は、ＦＦストーブ、消火器ほかです。

２項林業費１目林業振興費１億１,８７２万８,０２２円は、民有林の整備事業、森林環
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境整備事業、小規模治山事業などへの執行で、民有林造林事業は合計で３,６１１万８,３

７７円で、内訳は８５ページに記載してございます。

森林環境譲与税事業も合計３,７６１万２,４１２円で、こちら８７ページの上段に記載

しております。主な不用額は、１８節で民有林造林促進事業分でございます。

資料ナンバー２７に、豊かな森づくり推進事業とこの民有林造林促進事業を記載してご

ざいます。また、資料ナンバー２８に森林作業員の就業条件整備事業ほかを添付してござ

います。

２目狩猟費６４３万９,３７５円は、有害鳥獣の駆除等に係る経費で、例年同様の執行

となります。１８節負担金補助及び交付金は、駆除従事者育成補助金２名分です。不用額

は７節報償費、駆除奨励金分でございます。

３目林道新設改良費４,４３１万８,４２６円は、林道の改良工事、維持管理に係る工事

等で、８７ページに掲載しております主要事業が主な内容です。資料につきましては、ナ

ンバー２６になります。

○議長（久保広幸君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時５７分

再開 午前１１時１３分

○議長（久保広幸君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

今村副町長。

○副町長（今村保広君） それでは、続きを説明させていただきます。

７款商工費１項商工費１目商工総務費１,７７５万８,９６８円は、職員人件費でござい

ます。

２目商工振興費１億６,９１２万２,９１３円は、中小企業への融資関係や商工業への振

興補助などでございます。プレミアム商品券の換金実績で、夏・冬２回合わせて１億２５

３万７,０００円の効果があります。小規模企業等の振興事業２３件です。内訳でござい

ますが、機械装置の購入１４件、店舗改修８件、その他１件です。日産自動車購入費助成

は７台です。不用額は、１８節負担金補助及び交付金でプレミアム商品券発行事業、日産

自動車購入費助成、融資保証料などでございます。

３目観光費１,１８０万２,５７５円は、イベント開催補助金、観光協会補助金、観光物

産館の運営委託などです。

４目公園費７３７万２５７円は、公園等の管理に係る経費です。

５目消費者対策費１４万６,７２０円は、消費生活窓口の運営費でございます。

８款土木費１項土木管理費１目土木総務費５,０１６万１,０９５円は、職員人件費、樋

門・樋管管理費などでございます。

２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費２,２７０万２４６円は、ダンプやグレー

ダーなどの重機の管理、道路台帳の整備ほかとなります。主な不用額は、１０節需用費、

車両用消耗品などでございます。１１節役務費は自動車引上げ手数料が不用額となってい
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ます。

２目道路維持費１億５,６３２万８,８９０円は、町道の維持管理経費で、９３ページに

主要事業を掲載しておりますので、後ほど御覧ください。主な不用額は、１２節委託料で

除排雪業務、路面補修、道路維持補修分が不用額でございます。

３目橋りょう維持費１億４６０万２,０４０円は、橋梁長寿命化工事、橋りょう点検な

ど維持費用です。こちらも主な事業は９５ページ上段に掲載のとおりとなっております。

橋梁寿命化事業は斗満橋、第３岡山橋、陸別橋、桂庵橋などが対象となっております。不

用額は１４節工事請費で残額となります。

４目道路新設改良費５,８９２万６,０６５円は、町道の整備工事等でトマム川沿線含め

て３路線あります。

５目街路灯費１,３６４万８,７６６円は、街路灯の維持管理費、ＬＥＤ化工事が主な事

業です。１２基の工事を実施し、１７５基のうち１６６基が交換済みです。

３項河川費１目河川総務費３６９万５１４円は、普通河川の管理、河道整備で、令和５

年はウリキオナイ川ほか、護岸工事をやっております。不用額は、１２節委託料で河川維

持管理分です。

４項住宅費１目住宅管理費１,６９７万９,５７６円は、町営住宅の維持管理整備改修費

用でございます

２目住宅建設費１億３,８０６万５,３９１円は、社会資本整備総合交付金事業で、公営

住宅の設計、新設、長寿命化計画分でございます。

資料ナンバー２６にこちらも記載してございます。

５項１目下水道費１億１１万２,０００円、公共下水道事業特別会計への繰出金です。

９款１項１目消防費１億７,４１３万７,６５３円で、消防団員の報酬や維持運営に係る

諸費用でございます。１８節負担金補助及び交付金のうち、十勝広域消防事務組合への負

担金が１億６,０４４万４,０００円となります。

２目災害対策費２６６万８,００６円は、災害対策費、防災行政無線管理、備蓄品管理

でございます。

１０款教育費１項教育総務費１目教育委員会費１６１万６,０８１円は、教育委員の報

酬などでございます。

２目事務局費８,５２６万９,１８４円は、職員人件費、教員住宅の維持管理、奨学金貸

付などでございます。奨学資金については、大学等が１４名、高校１名です。

３目教育振興費１,３４３万８,８３９円は、小中一貫教育推進委員会交付金、教育振興

賞、学習支援員、英語指導助手、教育支援センターの費用などとなっております。１７節

の備品購入費は、事務用プリンターです。

４目スクールバス運行管理費３,８０９万３,１４５円は、スクールバスの運行管理費

で、令和５年度は社内の安全管理装置を設置しております。スクールバスの利用状況１万

２,０２７人で、５０５人の減です。
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５目教育研究所費３１８万３,５０６円は、例年同様の費用のほかに社会科副読本を作

成しております。

２項小学校費１目学校管理費２,２８７万３,６７７円は、小学校の維持管理、児童、教

職員の健康診断の費用などです。体育館のバスケットゴールの設置や網戸を体育館に設置

しております。備品購入費は、芝刈り機、熱中症指数計、色覚検査表などでございます。

２目教育振興費１,２４９万８,５４４円は、児童の就学援助、給食費補助、電算機器購

入の償還金などでございます。就学援助の準要保護は１４名で４名増です。特別支援教育

の分は５名で１名増です。１７節備品購入費は、スクリーンや握力計、児童図書などであ

ります。

３項中学校費１目学校管理費２,１８３万６１１円は、中学校の維持管理や生徒、教員

の健康診断などの費用のほかに、体育館の網戸設置、特別教室のブラインド修繕などを実

施しています。

２目教育振興費１,１２７万１,４１７円は、生徒等の就学援助、給食費補助、電算機器

購入の償還金などであります。１７節の備品購入費は、ワイヤレスアンプ、簡単テント、

ピアノ椅子など、その他生徒用図書です。

４項社会教育費１項社会教育総務費１,２８３万９,１５４円は、社会教育関係事業や団

体活動補助、学童保育所の運営などの費用となります。不用額は、１８節負担金補助及び

交付金で文化芸術鑑賞事業分です。

２目公民館費１,９９２万１,８６７円は、公民館の管理運営に係る費用と地下重油タン

クの改修などがあります。図書室の利用者数１,７００人、貸出数１,６２９冊と、前年よ

り９５人、１３６冊増えています。１７節備品購入費は、図書やＤＶＤなどの購入費とな

ります。

３目文化財保護１２４万３,９８６円は、史跡等の維持管理、関寛斎資料館の管理とな

ります。資料館の入館者数は３１３人で、前年度より５０人減少しています。

５項保健体育費１目保健体育総務費３１３万４,７１８円は、社会体育関係事業や団体

活動の補助などであります。１７節の備品購入費は、ボッチャのボールセットです。

２目体育施設費２,７４１万５,４３０円は、社会体育施設の運営及び維持管理に関する

費用のほかに、野外活動施設の木部の塗装やパークゴルフ場の照明器の修繕などを実施し

ています。１７節備品購入費は消火器です。

３目学校給食費６,０６５万１,２８７円は、給食センターの管理運営費、職員人件費な

どであり、４万６,９４２食製造で、８４５食減少しています。１７節備品購入費は業務

用パソコンです。

１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費、２目林業

用施設災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋りょう災害復旧費、いずれ

も令和５年度は災害がございませんので、事務経費のみの執行となります。

１２款１項公債費１目元金５億２,７９８万７,９０６円。
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２目利子１,９７８万８,５２７円については、資料ナンバー７で起債残高等推移をつけ

ておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

１３款１項１目予備費は、執行がございません。

歳出の合計につきましては、当初予算額４９億３,４２０万９,０００円、補正予算額１

１億３５８万３,０００円、繰越明許費等繰越額３,９８５万４,０００円で、予算現計６

０億７,７６４万６,０００円、支出済額５８億６,５５７万５,０５５円、繰越明許費５,

０３１万６,０００円、不用額１億６,１７５万４,９４５円となります。

１２１ページを御覧ください。

実質収支に関する調書で、単位は千円でございます。

歳入総額６０億９７３万４,０００円、歳出総額５８億６,５５７万５,０００円、歳入

歳出差引が１億４,４１５万９,０００円、繰越明許費繰越額が８６９万７,０００円で、

実質収支額１億３,５４６万２,０００円です。この額から財政調整基金に積み立てる７,

０００万円を除いた金額６,５４６万２,０００円が翌年度の繰越金となります。

１２２ページを御覧ください。

財産に関する調書であります。

１番、公有財産、(１)土地及び建物、アの総括で、行政財産と普通財産に区分されてお

り、土地の合計欄を御覧ください。年度中増減８万７,３２１.６１平米の増加で、合計額

３,３３３万９，５０９.４７平米。次、建物の右側欄です。延べ面積の集計を御覧くださ

い。決算年度中増減が２９１.４８平米の増で、年度末合計６万４,１４１.８５平米とな

ります。

１２３ページ、１２４ページが区分別の今の中身を財産内訳しております。

１２５ページ、（２）山林です。

年度中の増減は７１万３,３００平方メートル増で、年度末現在高２,４６５万６,１２

３平米となります。

(３)有価証券及び(４)無体財産等は変更ございません。

１２６ページ、（５）出資による権利は、北海道市町村備荒資金組合の超過分の取消し

による減、それと出資配分金がございまして、それの増で差引き４億９,４９４万８,００

０円の減となります。足寄町森林組合は、配当金分の３万９,０００円の増です。

このほか物品につきましては１２７ページから１２８ページ、備品については１２９

ページから１３０ページ、債権及び基金については１３１ページ、行政財産、普通財産の

増減説明書１３２ページとなりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。

以上で、議案第６０号の説明を終わりまして、次に、議案第６１号の説明に移ります。

先に説明資料により行いますので、１６３ページを御覧ください。

第１表、国民健康保険事業状況最近年度比較表。

年間平均世帯数３３４世帯、２７世帯の減です。年間平均被保険者数５２２人、こちら

３４人の減です。
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第２表、歳入歳出決算の総括は御覧のとおりでございます。歳入歳出差引額９６万６,

８６４円は、令和６年度への繰越金でございます。

続きまして１６６ページ、第５表、左側が現年課税分、右側が滞納繰越分になります。

現年分収入済額４,９３５万９,３１６円、収入未済額５件、３７万４,６３４円、収納

率９９.３％、滞納処分の分でございます。収入済額１７万７,３８５円、不納欠損額２

件、３万７,１００円、収入未済額８件、７２万２,５４４円で、収納率１８.９％でござ

います。

続きまして、事項別明細書に移ります。１４５ページを御覧ください。

歳入。

１款１項１目国民健康保険税１節現年課税分の収入済額４,９３５万９,３１６円、収入

未済額は５件、３７万４,６３４円。次、２節滞納繰越分、収入済額１７万７,３８５円、

不納欠損額２件、３万７,１００円、収入未済額８件、７２万２,５４４円。

２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は、科目存置。

２目出産育児一時金臨時補助金５,０００円、１件分です。

３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金１節普通交付金１億７,８９９万５,

３２９円で、こちら歳出２款の保険給付費に対応する金額となっております。差額につき

ましては翌年度精算となります。２節特別交付金６,００２万４,０００円については、保

険者努力支援分特別調整交付金となります。

４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利息５４４円です。

５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節は保険基盤安定繰入金で１,５９

９万２,５９９円で、国・道より一般会計に歳入が４分の３入ります。２節未就学児均等

割保険料繰入金９万７,３７６円。３節事務費繰入金７２７万４,０００円。４節出産育児

一時金等繰入金３３万３,３３３円、１件分です。５節財政安定化支援事業繰入金は、普

通交付税の算入額で３５７万１,０００円となります。６節その他一般会計繰入金１,００

２万９,０００円。

２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は４００万円。

６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で４２万４,７０４円。

７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金、これは３件分で１万７,４００円で

す。

２項１目雑入１１万３,０８０円は、健康診査の個人負担金と診療報酬の返還金になり

ます。

歳入の合計につきましては、中段を見ていただきたいのですが、予算現計額３億３,７

２６万４,０００円、調定額３億３,１５４万８,３４４円、収入済額３億３,０４１万４,

０６６円、不納欠損額３万７,１００円、収入未済額１０９万７,１７８円であります。

以上で歳入を終わりまして、１５１ページ、歳出に移ります。

歳出。
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１款総務費１項総務管理費１目一般管理費３９８万６１９円は、国保会計の事務経費や

国保連合会の負担金などのほかに、１７節備品購入費は、こちら医療系システムの保険者

業務用端末、パソコンでございます。

２目連合会負担金４３万６,３１２円は、連合会負担金であります。

２項徴税費１目賦課徴収費１７万７,４６８円は、納税徴収事務及び十勝市町村税滞納

整理機構への負担金でございますが、令和５年度は十勝市町村税滞納整理機構への依頼は

ございません。

３項１目運営協議会費７万２,２００円は、国保運営協議会委員の報酬等でございま

す。

２款保険給付費であります。項目ごとに前年度との比較を説明させていただきたいと思

います。

１項療養諸費１目療養給付費１億５,７２２万８,８０５円は、１,５４２万６,９０９円

の増です。

２目療養費５１万３,１６９円は、２４万２,３８１円の減。

３目審査支払手数料４４万６,３３１円は、１万２,７０６円の減。

２項１目高額療養費２,０４６万５,３４２円は、５３４万４,３６１円の増。

２目高額介護合算療養費、執行なし。

３項出産育児諸費１目出産育児一時金は、１件、５０万円。

４項葬祭諸費１目葬祭費、２件、６万円。

３款国民健康保険事業費納付金、こちら道からの通知に基づく納付でございます。

１項１目医療給付費分６,８１６万４,０００円。

２項１目後期高齢者支援金等分１,９１４万４,０００円。

３項１目介護納付金分６８５万６,０００円。

続きまして、４款１項１目共同事業拠出金は、退職者医療事業処理分担金で２０円で

す。

５款１項１目財政安定化基金拠出金は、執行はございません。

６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費２８０万１,９７９円です。特定健診が

２０７名の受診でございます。

２項１目保健事業費８４３万９,９５７円は、健康増進事業、健康指導事業、ヘルス

アップ事業などでございます。１２節委託料、インフルエンザ予防接種１０７人、高齢者

肺炎球菌の予防接種８人、４０歳未満の特定健診１３人。１３節使用料及び賃借料でござ

いますが、保健指導用の医療機器等のレンタルでございます。

７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金は、執行ございません。

２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金４,０１６万１,０００円は、特別調整交付金の

へき地直営診療施設運営分でございます。

８款１項１目予備費については、執行ございません。
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歳出の合計でございますが、予算現計額３億３,７２６万４,０００円、支出済額３億

２,９４４万７,２０２円、不用額７８１万６,７９８円であります。

資料ナンバー２９の１及び２９の２に、歳入歳出決算資料をつけてございますので、後

ほど御覧いただきたいと思います。

続きまして、決算書１６１ページ、実質収支に関する調書でございます。

歳入総額３億３,０４１万４,０００円、歳出総額３億２,９４４万７,０００円、差引額

９６万７,０００円。実質収支額は同額の９６万７,０００円で、翌年度繰越しとなりま

す。

以上で、議案第６１号の説明を終わりまして、続いて、議案第６２号の説明に移りま

す。

議案第６２号令和５年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算の

説明につきましても、資料から行いますので、決算書１８６ページを御覧ください。

第１表。

予算額３億３,８３９万５,０００円、歳入決算額３億３,０１４万１０３円、歳出決算

額３億７５９万７９４円、差引残額２,２５４万９,３０９円は、翌年度への繰越金でござ

います。

１８７ページ、第２表及び１８８ページの第３表は、科目ごとの前年度比較でございま

すので、後ほど御覧いただきたいと思います。

１８９ページ、第４表、診療収入状況でございます。左側が入院、右側が外来分です。

入院分の収入済額１１０万６,６１５円、こちら前年度より３１８万１,１５４円の減で

す。外来収入分は、収入済額６,０３５万６,５７２円で、前年度より８８万３,０４３円

増となっています。

１９０ページ、第５表、経費別支出内訳調べであります。

１番、総務費２億７,７４４万４,９６９円で、前年度より３４９万８０５円の減。２

番、医業費３,００８万５,６６８円は、こちら前年度より５４３万２,１３２円の減。３

番、公債費３０６万１５７円で、前年度より７８万６,０８７円の減です。

１９１ページ、第６表、年間の入院患者数。

こちら４２人で１２０人の減となっています。外来１万１,６５３人、１８２人の減で

す。

１９２ページ、２番の職員数から患者１人当たりの診療収入ほかとなっておりますの

で、こちらも後ほど御覧いただきたいと思います。

１７０ページ、事項別明細書に移りたいと思います。

１款診療収入の収入済額８,１４３万４,３０６円、前年度より７２７万９,４７０円の

減です。入院収入、外来収入の各項目は、先ほど資料第４表に記載しておりますので、説

明は省略いたします。

決算書１７２ページ、３項その他診療収入１目諸検査等収入１,９９７万１,１１９円
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は、健診、血液検査、予防接種等で、前年度より５５２万５,４８１円減です。

２款使用料及び手数料１項手数料１目文書料７９万１,１００円は、診断書、介護意見

書などとなります。

３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金５１１万３,２００円は、こちらへき地診

療所新設整備分が４７９万８,０００円、あと物価高騰対策支援分２０万円、あと食材の

物価高騰対策分１１万５,２００円が含まれております。

４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４７万２,８００円は、職員住宅３件

の貸付収入です。

５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億７,８９４万１,０００円。内訳で

ございますが、財政対策で１億７,１５４万２,０００円、起債償還３０５万９,０００

円、施設整備で２５２万５,０００円などとなっております。

２目国保事業勘定特別会計繰入金４,０１６万１,０００円は、へき地診療所運営分が

３,９８０万１,０００円で、その他医療機器整備分が３６万円ございます。

６款１項１目繰越金は、前年度繰越金１,２００万１,５４１円。

７款諸収入１項１目雑入１節私用電話料１万２,６１０円。２節雑入４５１万２,５４６

円は、嘱託医報酬３６０万円、患者外給食などとなります。

８款１項町債１目医業債６７０万円は、医療機器整備分と改修事業分でございます。

歳入の合計につきましては、予算現計額３億３,８３９万５,０００円、調定額３億３,

０１４万１０３円、収入済額３億３,０１４万１０３円、収入未済額なし。

次に、歳出に移ります。１７８ページを御覧ください。

歳出。

１款総務費１項施設管理費１目一般管理費２億７,３７８万４,２０９円は、管理運営

費、事務費、職員人件費、臨時看護師の雇用経費などの費用のほかに、令和５年度はスプ

リンクラーの設置工事の実施設計を委託しています。あとパッケージエアコンの修繕など

もあります。１７節備品購入費は、看護師の休憩室用の備品となります。主な不用額でご

ざいますが、１節報酬、こちら臨時看護師の雇用分です。３節職員手当。４節共済費、３

節、４節は職員人件費分です。１０節需用費は、燃料費・電気料が不用額となります。１

１節役務費は、こちらも看護師派遣手数料分となります。１２節委託料、こちらは臨時看

護師の委託費が不用額となります。

２項１目研究研修費６６万７６０円で、学会、研修会等の参加旅費、参考図書、参加費

などでございます。

２款１項医業費１目医療用機械器具費１,１５２万１,６８６円、１７節備品購入費は、

エックス線一般撮影装置、自動尿分析装置、心電計などでございます。

２目医療用消耗機材費６８３万２,２２８円は、主な不用額として、１２節委託料で在

宅酸素管理委託分などがございます。

３目医薬品費６２０万５,０９０円、不用額として、１０節需用費で医薬品や予防接種
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のワクチンなどの不用額が出ております。

４目検査費３３６万３,７９５円、こちらも不用額は、検査費委託分でございます。

５目寝具費７６万３,２４７円。

２項１目給食費１３９万９,６２２円で、前年度より増えてはございますが、食材の値

値上げによるものでございます。

３款１項公債費１目元金は３０２万４,７２９円で、２目利子は３万５,４２８円でござ

います。

４款１項１目予備費の充当はございません。

歳出の合計につきまして、予算現計額３億３,８３９万５,０００円、支出済額３億７５

９万７９４円、不用額３,０８０万４,２０６円であります。

資料ナンバー３０の１と３０の２に、診療所運営状況をつけてございます。後ほど御覧

いただきたいと思います。

１８４ページ、実質収支に関する調書でございます。

歳入総額３億３,０１４万円、歳出総額３億７５９万１,０００円、差引額と実質収支額

は同額の２,２５４万９,０００円で、翌年度繰越となります。

以上で、議案第６２号の説明を終わりまして、続いて、議案第６３号の説明に入りたい

と思います。

２０６ページを御覧ください。

議案第６３号令和５年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算。

第１表、予算額１億９,２９４万３,０００円、歳入総額１億９,１３０万３,３３３円、

歳出総額１億７,６１９万２,３９８円、差引１,５１１万９３５円は、翌年度への繰越金

となります。

２０７ページの第２表及び２０８ページの第３表は、科目ごとの前年度との比較表で、

後ほど御覧ください。

２０９ページ、第４表、陸別地区の水道使用量の調定額でございます。５,２６９万１

３６円、収入済額４,９１６万７,６８８円で、収入未済額３５２万２,４４８円です。こ

れは令和６年度から企業会計の移行に伴いまして、３月３１日現在での打切決算のため、

例年より未収額が多くなっております。

下段の表の令和６年３月末の用途別給水戸数でございますが、前年度対比で一般用が１

戸減っています。営業用は一つ増えて、臨時用が１戸減、合計で１,０５３戸で１戸減っ

ています。

第５表は給水状況でございますが、こちらも前年度対比で、給水量が３０万９,９１５

立方メートルで１万２,３１４立方メートル増えております。１日平均給水量が３２立方

メートル増えております。給水人口が５１人減っております。１人１日平均給水量が２８

リットル増えております。

次に、事項別明細書の説明を行います。



― 26 ―

１９６ページ、歳入をお願いいたします。

歳入。

１款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料４,９１６万７,６８８円は、収入未済

額３５２万２,４４８円でございます。先ほど説明したとおり、決算書では大きい数字と

なっておりますが、現在であれば未収は１件となっております。

２項手数料１目水道手数料１節設計手数料８万８,０００円は、新設８件、その地６件

分です。２節指定手数料１件分１万円です。

２款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置。

３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億１,７７０万７,０００円は、建設

改良分が６,０５０万２,０００円、財政対策分５,６４６万９,０００円、地方公営企業法

の適用に関する経費７３万６,０００円などとなっております。

４款１項１目繰越金は、前年度繰越金８５２万１,３００円。

５款諸収入１項１目雑入４７９万６,５３３円は、水道管の移設補償費が４１０万３,０

００円、あと下水道会計からの事務負担金などもあります。

６款１項町債１目簡易水道事業債１,１００万円は、配水管整備事業と地方公営企業法

適用化事業分の両方でございます。

歳入の合計額、予算現計額１億９,２９４万３,０００円、調定額１億９,４８２万５,７

８１円、収入済額１億９,１３０万３,３３３円、収入未済額３５２万２,４４８円でござ

います。

以上で歳入を終わりまして、続いて２００ページを御覧いただきたいと思います。

２００ページ、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,６６５万５１８円は、職員人件費、水道

台帳管理、料金収納事務、消費税の納付などのほか、公営企業法適用化支援負担金も入っ

ております。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費３,５３６万９,１８８円は、施設の維持経費

が主な内容で、主な事業を決算書２０２ページ、上段の説明欄に記載してございます。１

７節の備品購入費は水道メーターでございます。主な不用額でございますが、１０節需用

費は電気料、燃料代。１２節委託料は、管路等の修繕委託、施設維持委託分が残です。

２目施設新設改良費８６４万６,０００円、こちら１２節委託料として配水管布設替実

施設計委託。１４節工事請負費として支線配水管新設工事分がございます。

３款１項公債費１目元金１億８９７万３,５５１円と、２目利子６５５万３,１４１円を

合わせまして、支出済額が１億１,５５２万６,６９２円で、前年度より８０５万１,７１

８円減となっています。

４款１項１目予備費については、執行がございません。

歳出の合計額については、予算現計額１億９,２９４万３,０００円、支出済額１億７,

６１９万２,３９８円、不用額は１,６７５万６０２円。
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２０４ページ、実質収支に関する調書でございますが、歳入総額１億９,１３０万３,０

００円、歳出総額１億７,６１９万２,０００円、差引額と実質収支額は同額の１,５１１

万１,０００円で、翌年度へ繰越となります。

○議長（久保広幸君） 暫時休憩します。

休憩 午前１１時５４分

再開 午後 １時００分

○議長（久保広幸君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

今村副町長。

○副町長（今村保広君） それでは、議案第６３号の説明を終わりましたので、議案第６

４号の説明に移りたいと思います。

２２６ページをお開きください。

議案第６４号令和５年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算でございます。

第１表、歳入歳出の決算の総括となります。

予算額１億３,１５５万５,０００円、歳入決算額１億３,０３０万２,４６９円、歳出決

算額１億２,０２０万５,１５４円、差引き１,００９万７,３１５円で、翌年度の繰越金と

なります。

第２表、第３表については、科目ごとの前年度との比較表でございます。

続きまして、２２９ページを御覧ください。

第４表です。陸別処理区の調定額、収入済額等の徴収実績であります。この中の合計欄

を参照ください。

調定額は前年より２２万１,０００円あまり増となっております。収入済額は１３６万

５,０００円前年より減となっております。収入未済額は３月３１日までの打切決算のた

め、こちらは大きく増加しておりますが、この理由につきましては、簡易水道事業のほう

でも説明させていただきました。

下段の表でございますが、令和６年３月末の処理状況であります。前年度と比較しまし

て、処理人口が１４人減、水洗化人口３人の増、水洗化率は０.９％増でございます。

続きまして、２１４ページ、事項別明細書のほうに移りたいと思います。

歳入でございます。

１款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金４２万５,０００円、１７件分

でございます。

２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料、収入済額２,３０３万１３１円、

収入未済額１５８万６,５１８円。

２項手数料１目下水道手数料８万円、こちら新設分が８件、その他分が４件でございま

す。

３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金２８０万円は、社会資本整備事業

総合交付金分でございます。
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４款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は、科目存置でございます。

５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億１１万２,０００円は、建設改良

分が４２８万５,０００円で、高資本対策分９０１万６,０００円、分流式下水道分が４,

４６０万９,０００円で、財政対策分が４,１０９万４,０００円ほかとなっております。

６款１項１目繰越金は前年度繰越金で１８５万５,３３８円です。

７款１項町債１目下水道事業債は２００万円で、こちら地方公営企業適用化分の経費と

なります。

歳入の合計は、予算現計額１億３,１５５万５,０００円、調定額１億３,１８８万８,９

８７円、収入済額１億３,０３０万２,４６９円、未収額は１５８万６,５１８円でありま

す。

２１８ページ、歳出をお開きください。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費９４７万９,６５６円は、職員人件費、台帳

整備費、消費税納付などの費用のほか、地方公営企業法適用化支援負担金なども入ってお

ります。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,４０９万１,７９４円は、施設維持経費で

あります。２２０ページの上段に主な事業を記載済みでございます。不用額につきまして

は１０節が需用費、電気料などで、１２節委託料は浄化センターの維持管理費分などであ

ります。

３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費７１９万３１９円は、下水道ストックマ

ネジメント作成委託業務５６１万円、公共桝新設工事２か所分などの費用がございます。

４款１項公債費１目元金５,４９６万１２０円。２目利子４４８万３,２６５円で、合わ

せた金額が５,９４４万３,３８５円で、こちら前年度対比で１０４万６,１８３円増で

す。

５款１項１目予備費の充当はございません。

歳出の合計につきましては、予算現計額１億３,１５５万５,０００円、支出済額１億

２,０２０万５,１５４円、不用額は１,１３４万９,８４６円です。

２２４ページ、御覧ください。

実質収支に関する調書であります。

歳入総額１億３,０３０万２,０００円、歳出総額１億２,０２０万５,０００円、差引額

と実質収支額は同額の１,００９万７,０００円です。こちら翌年度繰越となります。

以上で、議案第６４号を終了しまして、次に、議案第６５号に移ります。

２５９ページを御覧ください。

議案第６５号令和５年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算についてでござ

います。

第１表、予算額３億４,３３８万６,０００円、歳入決算額３億５,１３０万３,７８８

円、歳出決算額３億２,２１４万５,３７２円、差引残額２,９１５万８,４１６円は、翌年
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度繰越となります。

第２表、第３表は、科目ごとの前年度との比較でございます。

第４表を御覧ください。

保険料収納状況で、左側は現年度、右側が滞納繰越分となります。

現年課税分でございますが、収入済額４,７７７万３,５８０円、収入未済額４名分、１

６万１,８８０円です。収納率は９９.７％でございます。滞納繰越分、収入済額４万７,

８８０円、不納欠損額３名分で２５万３,０８０円、収入未済額４名分で２３万９,６４０

円です。

以上で、説明資料を終わりましたので、続いて２３５ページの事項別明細書、歳入をお

願いいたします。

２３５ページ、歳入。

１款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料１節現年度分の収入済額４,７７７万３,

５８０円で、収入未済額は４名、１６万１,８８０円でございます。２節滞納繰越分の収

入済額４万７,８８０円で、不納欠損が３名で２５万３,０８０円、収入未済額４名、２３

万９,６４０円です。被保険者数でございますが、６年３月３１日現在７８５人が被保険

者数となります。これは１年前の同時期と比較しまして、２４人減となっています。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金６,１６１万９,４７６円は、歳出

の介護給付費に係る施設分１５％、その他分２０％分であります。

２項国庫補助金１目調整交付金２,３０３万５,０００円は、歳出の介護給付費の９.０

１％分となります。

２目地域支援事業交付金５０９万８,９３５円は、介護予防・日常生活支援総合事業分

とそれ以外の事業分というものが合算されております。

３目保険者機能強化推進交付金２４万８,０００円は、いきがい活動支援事業への取組

補助金でございます。

４目保険者努力支援交付金２８万７,０００円は、介護予防生活支援サービス事業に対

する補助金です。

３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４,４６５万４,０５４円は、介護給付

費に係る施設分１７.５％とその他分１２.５％になります。

２項道補助金１目地域支援事業交付金２４４万７,５４２円は、こちら介護予防・日常

生活支援総合事業分とそれ以外の事業分というものの合算になります。

４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１節現年度分７,３２７万１,０００円、

こちら介護給付費の２７％となります。

２目地域支援事業支援交付金１８４万７,０００円は、介護予防事業分となります。

５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利子で２７３円でございま

す。

６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金５,３７０万８,８６０円で、前年度比
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で８４９万２,３４０円増加しております。１節介護給付費繰入金、こちら前年度比較、

２０５万３,０００円の増です。２節事務費繰入金６４３万１,０００円の増です。３節地

域支援事業繰入金は８万７,０００円の増です。４節低所得者保険料軽減繰入金は７万８,

６６０円の減です。

２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金５７９万５,０００円。

７款１項１目繰越金は、前年度繰越金で３,０７８万１,１０６円であります。

８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金及び２目第１号被保険者過料

については、科目存置であります。

２項雑入１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金は、こちらも科目存置でござ

います。

続きまして、４目雑入２８万９,０８２円は、介護扶助審査判定業務費などでございま

す。

歳入の合計につきましては、予算現計額３億４,３３８万６,０００円、調定額３億５,

１９５万８,３８８円、収入済額３億５,１３０万３,７８８円、不納欠損額２５万３,０８

０円、収入未済額４０万１,５２０円です。

続いて、２４３ページ、歳出を御覧いただきたいと思います。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費５７２万４,０５８円は、例年同様の経費の

ほかに、１２節委託料で、高齢者福祉計画等の策定業務５０３万８,０００円が含まれて

おります。

２項１目賦課徴収費２９万２,８００円は、例年同様の経費でございます。

３項１目介護認定審査会費１１節役務費６０万８,６００円は、主治医の意見書、１８

節負担金補助及び交付金の１４６万６,４００円は、合同認定調査会の運営費でございま

す。

２目認定調査費５８万７,４００円は、認定調査の委託料１３３人分でございます。

２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億２,６２６万

５,６０１円は、こちら前年度より３９５万７,６７６円の増で、延べ利用者１,４８６

人。これは１３０人の減となっています。

２目居宅介護サービス計画給付費７４６万８,５４０円、延べ利用者が５５４人、これ

は前年同数です。

３目施設介護サービス給付費１億９４７万６,９３６円は、延べ利用者４２１人で２１

人の減となっています。この科目には不用額が発生しております。

４目居宅介護福祉用具購入費４万７,９３５円、利用件数１件です。

５目居宅介護住宅改修費１５万１,８１４円、利用件数３件です。

２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費１８１万４,８４１円、こち

ら延べ利用者２１０人で８人の減です。

２目介護予防サービス計画給付費９０万６,９００円は、延べ利用者２１６人、これは
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同数です。

３目介護予防福祉用具購入費７万６,５３６円、利用件数は２件です。

４目介護予防住宅改修費はございません。

３項その他諸費１目審査支払手数料１７万１,７４９円。

４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費５１６万５,５９７円、延べ利用者

４７９人で、こちらも同数であります。

２目高額介護予防サービス費、科目存置。

５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費２６６万３,３７

７円で、利用者４９人、７人の減です。

２目高額医療合算介護予防サービス費は、科目存置。

６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費１,５１４万２,７２５

円は、延べ利用者４２７人、４９人の増です。

２目特例特定入所者介護サービス費から４目特例特定入所者介護予防サービス費までは

いずれも利用がございません。

３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は、１２節委託料４３

万８,０２０円で、こちら訪問型サービスへの委託料で、述べ利用者１６９名となってい

ます。１８節負担金補助及び交付金は、第１号事業給付費の国保連への負担金でございま

す。

２目介護予防ケアマネジメント事業費６万１８０円、こちらは、総合事業の介護予防ケ

アマネジメント事業分と国保連の負担金等でございます。

２項１目一般介護予防事業費７２万６,７２８円は、ふまねっと運動の経費、リハビリ

テーション活動支援事業経費などでございます。参加者につきましては、述べ４８６人と

なっております。

３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費、こ

ちらのほうは３３万８,６２０円で、介護予防サービスの計画作成費などとなっておりま

す。

２目任意事業費９６万７,４７８円は、ケアプランの点検業務でございます。

３目認知症総合支援事業費９３万５,０００円は、認知症カフェの事業となっておりま

す。

４目生活支援体制整備事業費４７３万円は、生活支援コーディネーター事業経費となり

ます。

５目在宅医療・介護連携事業費９万９,９９４円、こちら研修会の開催費用でございま

す。

４項その他の諸費１目審査支払手数料１万６７９円。

４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金２１８万５,３８９円、こちら精算

後の残額を積み立てします。
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５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金５万７,７４

０円は、過年度還付７件です。

２目介護給付費負担金等返還金２,８４９万５,１００円、こちら前年度の精算に伴う返

還金で、国、道、基金、あと町に戻す分も入っております。

２項繰出金１目他会計繰出金３４万８,８９０円は、保険者機能強化推進交付金でござ

います。こちら一般会計への繰出しとなります。

６款１項１目予備費の支出はございません。

歳出の合計でございますが、予算現計額３億４,３３８万６,０００円、支出済額は３億

２,２１４万５,３７２円、不用額は２,１２４万６２８円となります。

資料ナンバー３１の１と３１の２に、この介護保険事業に関する実施状況がございます

ので後ほど御覧いただきたいと思います。

２５７ページ、実質収支に関する調書。

歳入総額３億５,１３０万３,０００円、歳出総額３億２,２１４万５,０００円、差引額

と実質収支額は同額の２,９１５万８,０００円となり、翌年度への繰越金です。

以上で、議案第６５号の説明を終わり、次に、議案第６６号の説明に移りたいと思いま

す。

２７４ページを御覧ください。

議案第６６号令和５年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてでござい

ます。

２７４ページ、資料で説明いたします。

第１表、予算額５,４５４万１,０００円、歳入決算額５,２８９万２,０２１円、歳出決

算額５,２５０万３,０８０円、差引額３８万８,９４１円。これは翌年度繰越となりま

す。

第２表でございます。左側が現年度分、右側が滞納繰越分。

現年度分の調定額でございますが２,９２１万８,１００円、収入済額２,９０１万７,８

００円。収入未済額は２件分で２０万３００円、滞納繰越分は、調定額３９万７,８１６

円、収入済額３,７６０円、収入未済額３件分３９万４,０５６円。

第３表と第４表は、前年度比較でありますので、後ほど御覧ください。

以上で、説明資料を終わりまして、事項別明細書２６４ページ、歳入から行いたいと思

います。

２６４ページ、歳入。

１款１項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料、調定額１,８２８万７,４９８円、

収入済額も同額でございます。

２目普通徴収保険料１節現年度分、収入済額１,０７３万３０２円、収入未済額は２件

分、２０万３００円でございます。２節滞納繰越分、収入済額３,７６０円、収入未済額

３件分、３９万４,０５６円です。
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２款広域連合支出金１項１目広域連合交付金１３１万１,５１８円は、こちら長寿健康

増進事業の特別対策補助金であります。

３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金３０５万４７０円、こちらでございます

が、広域連合の事務費分２６１万７,０００円と、町単独分の事務費繰入分４３万３,４７

０円の合算となります。

２目保険基盤安定繰入金１,２９４万５,４０２円、４分の３が一般会計の歳入に入りま

す。

４款１項１目繰越金１節前年度繰越金１１１万３,０６７円。

５款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は、科目存置。

２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、２目還付加算金は、ともにありません。

３項１目雑入５４５万４円は、広域連合からの歳入でございまして、保険介護一体的推

進事業相当分、それと健康診査の実施分がございます。

歳入の合計につきましては、予算現計額５,４５４万１,０００円、調定額５,３４８万

６,３７７円、収入済額５,２８９万２,０２１円、収入未済額５９万４,３５６円でありま

す。

以上で歳入を終わりまして、２６８ページ、歳出に移りたいと思います。

２６８ページ、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費６８３万６,００２円、こちらは一般事務費

のほか、委託料として保険介護一体的実施事業の委託や健康診査などがございます。

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４,５５９万９,９７８円で、これは前年度

より１５６万６７１円増となっております。

３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金６万７,１００円。こちら保

険料の歳出還付金で１件分でございます。

２目還付加算金は、ありません。

４款１項１目予備費についても支出がございません。

歳出の合計でございますが、予算現計額５,４５４万１,０００円、支出済額５,２５０

万３,０８０円、不用額２０３万７,９２０円であります。

説明資料のナンバー３２に、この後期高齢者医療特別会計のフロー図をつけてございま

すので、後ほど御覧いただきたいと思います。。

２７２ページ、実質収支に関する調書でございます。

歳入総額５,２８９万２,０００円、歳出総額５,２５０万３,０００円、差引額と実質収

支額は同額の３８万９,０００円で、翌年度繰越となります。

以上で、議案第６０号から議案第６６号までの説明を終わります。

以後、御質問によってお答えしてまいりたいと思いますので、御審議のほどよろしくお

願いします。

○議長（久保広幸君） 副町長におかれましては、長時間にわたる説明、大変お疲れさま
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でした。

令和５年度の各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑を

許します。

質疑はありませんか。

６番、谷議員。

○６番（谷 郁司君） 監査意見書について質問を２点ほどしたいのですけれども、事前

に監査委員の御苦労に対して、敬意を表すると同時に、僕も今、質問することについては

事前に話をしていないので、恐縮ではありますけれども、お答えできる範囲で答えてもら

いたいと思います。

というのは、１点目については、今回の令和５年度の決算を見てみますと、監査委員に

も言ったように非常に苦労した財政運営をやられていると、そういった意味合いでいくけ

れども、４億円ぐらい収入が増えているという、この４億１,０００万円というのはどの

くらいの範囲から、多分、僕の理解の中で先ほど決算の説明があったように、備荒資金を

入れているのではないかなと思うのですけれども、その辺についての見解、各監査委員同

士で話されてきたのか。

今後この備荒資金の関係について、どういうふうな見解を持っているのか、その辺につ

いて協議していれば教えてほしいと思います。

それから、２点目としては７３ページの基金と起債、その辺のバランスを、悪化がある

ということですけれども、どの辺がバランスとして見られるのかどうか、起債が多いのと

基金との関係、７３ページを見るとあるのですけれども、その辺についても監査委員の協

議の中があったのかなかったのか。あったとすればどういうものなのか、ちょっと説明願

いたいと思うのですけれども。

○議長（久保広幸君） ただいまの質問の整理をいたしますと、６５ページの出資による

権利の中の北海道市町村備荒資金組合の出資の関係、それともう１点が７３ページの起債

と基金のバランスの悪化の傾向と書いてありますが、これについての補足説明を求めると

いうことですか。

暫時休憩します。

休憩 午後 １時３０分

再開 午後 １時３５分

○議長（久保広幸君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

村本代表監査委員。

○監査委員（村本和弘君） 大変お時間いただきまして、申し訳ございません。

今、谷議員から御質問のありました件につきましてですけれども、監査委員の見解とい

たしましては、この町の執行している状況、この数字を監査しているのみであります。

よって６５ページないし７３ページに記載されている内容につきましては、このとおり
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の見解だということで御理解をいただきたいというふうに思っております。

なお、この詳細につきまして、詳しいお話の説明を求められるということであれば、１

０日の終了後にまた質問があると思いますので、その時点で事務局等に質問をいただけれ

ばと思っております。

以上です。

○議長（久保広幸君） よろしいですか。

６番、谷議員。

○６番（谷 郁司君） 大変、事前に監査委員の方の御苦労に対してぶしつけな質問で申

し訳ないと思うのですけれども、やはり監査委員というのは、こういう資金の流れの中で

町の財政をコントロールするのも監査委員だと思うので、その辺について簡単に、僕は先

ほどの説明で副町長が説明した中で、備荒資金を５億円投入していると、それで全体的に

収入が増えてなんとかいったと、その辺について、その備荒資金の場合はこの数字の中で

は、簡単に言えば１３億円あったのですけれども、その辺をやるということは、今後の財

政上で、僕に言わせれば、今までも議会の中で備荒資金というのは埋蔵金に近いので、そ

れをうまく利用しなさいよと言われてきた中で、今回こうやって使われたということにつ

いて、やっぱり監査委員としてもしっかり評価したり、あるいは今後のこと含めたことを

どういうふうに話されたのかなということを知りたいということで、今、６５ページと

か、あるいは借入れと基金との関係は、今後、重要な財政になると思うので、その辺をき

ちんと方向づける見解を僕はほしかったので、話をしていますかということなのですけれ

ども、いずれにしても今ここで読まれている文書の中で、僕としても町の財政、本当に困

難な中で、結局減債基金を使って回してみたり備荒資金も当然５億円使ったといえども地

球温暖化資金に回したりしているわけです。だから、こういうふうな形の運用をきちんと

していくということは、非常に大事だと思うので、駄目だと言ったわけではないのです。

ただ、監査委員として今後のこういう財政の回しをどういうふうに話し合われて評価した

のかなということを聞きたかったわけです。

○議長（久保広幸君） ただいまの質疑についての議長としての見解を申し上げます。

この質疑に対する答弁としては、１回目の村本代表監査委員が答弁されましたように、

決算の歳入歳出についての事実関係を監査としては監査をしたと、それ以降の資産の運用

とか資産の今後の見通しについては、１０日の歳入歳出に係る質疑の中で明らかにしてほ

しいという代表監査委員の答弁でありましたので、そのように取り扱いたいと思います。

谷議員、何かありますか。

○６番（谷 郁司君） 確認なのですけれども、決算の審議をしたあと、監査委員の意見

にもなるかというか、その分に今のところ関連して言ってもいいということですか。

○議長（久保広幸君） 監査委員に対する質問ですよね、今回は。見解とか評価ではない

とするなら……。

○６番（谷 郁司君） 意見書を見て……。
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○議長（久保広幸君） ですから、１０日はなしということですね。

○６番（谷 郁司君） そうしたら、今の答弁で……、それでもよろしいです。

○議長（久保広幸君） 暫時休憩します。

休憩 午後 １時４０分

再開 午後 １時４０分

○議長（久保広幸君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

ほかに質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（久保広幸君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。

令和５年度各会計の決算認定に係る質疑、討論、採決につきましては、本定例会初日の

決定のとおり、９月１０日に行います。

───────────────────────────────────

◎延会の議決

───────────────────────────────────

○議長（久保広幸君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会し、特別の事情が生じない限り、９日まで休会とします。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（久保広幸君） 異議なしと認めます。

───────────────────────────────────

◎延会宣告

───────────────────────────────────

○議長（久保広幸君） 本日は、これにて延会します。

延会 午後 １時４１分
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以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

議長

議員

議員


